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岩手県における小麦 。大豆を基幹とする新体系化技術に関する研究

第 17報 水田輪換による小麦及び大豆の増収効果
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i は じ め に

小麦大豆 1年 2作体系による耕地の周年高度利用を安定

化するためには田畑輪換が有効であり
2),復

元田はまた水

稲の多収も期待できる1)。

しかし,長期的収益向上のためには輪換後の畑作物の特

性把握が必要である。本報では,輪換による小麦と大豆の

増収効果の違いについて検討 した結果を報告する。

2試 験 方 法

岩手農試県南分場 2号田 (30α 水田を10区に分けた固場 ,

細粒褐色低地土 )で表 1に示すような作付体系試験を行っ

た。このなかで小麦連作 (Nl1 6),大豆連作 (No l)お よ

び′
Jヽ麦大豆 1年 2作体系 (NQ 4)は 昭和55年 からの継続で

ある。

m5, 7番圃場は昭和58年に復元水稲栽培後,畑作を 2

～ 4年行う体系とした。前歴はNl1 5が小麦大豆 1年 2作体

系 3年 ,NQ 7が小麦 2年である。

小麦と大豆の耕種概要は表 2に示 した。表中の括弧内は

61-62年の制 巴であり,59～ 60年度に比 して小麦は追肥増 ,

晩播大豆は基肥増とした。但 し小麦の出穂期追肥は62年度

のみ検討した。
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注 ④～③は昭和55年からの転換畑年数,( )内は年度

作物名 :豆 =大豆,麦―ガヽ麦,稲 =水稲

表2 4ヽ麦と大豆の耕種概要

表 1 小麦,大豆を中心とした転換及び輪換作付体系
`岩

手農試県南分場 2号田 )

作  物
品 種 播 種 期

(月 旬 )

連 作 」ヽ 麦  ナンブコムギ  10月  初 全面全層, 101夕 /10α  5+4(+2+2
二作体系小麦  ナンブヨムギ  10月  下 全面全層, 10″ /10・  5+4(+2+2

栽植密度,播種量
 長 膀薄 1喬 テ

違 作 大 豆
二作体系大豆

ナンブシロメ

ワセスズナリ

5月  !11

7月 初

約 10本 /″ `

約 20本 /″

2

5～ 6(9～ 10)

注 麦得は全量鋤込み,燐酸,加里は基肥のみ 101夕 /10α

小麦窒素 :基肥N5+融雪期追肥N4(+減分期追肥N2+出穂期追肥N2)

` )内
はS61～ 62年度施肥

3 結果及び考察

表 3に各圃場の作物別収量を示した。

圃場は年々収量低下の傾向がみられた。これは雑草増大と

共に大豆では黒根腐病,小麦では雪腐病などの病害発生に

大豆及び小麦連作  よるものである2)。

-133-



東 北 農 業 研 究 第 41号 (1988)

小麦大豆 1年 2作体系では小麦,大豆とも連作圃場より

晩播となるが (表 2),小麦収量は毎年連作圃場を上回り,

大豆も播種の連作大豆並の収量となった。更に田畑輪換を

組み入れた園場 (M5, 7)では大豆収量が向上 した。こ

の原因は輪換による作物生育増大と,雑車や病害の抑制で

ある
2)。

だが輪換後の小麦と大豆では傾向が異なり,大豆は輪換

初年目から顕著に増収したが,小麦は初年目よりも2年目

以降に輸換の効果が現れた。復元日の作土は固結化するた

め1)砕土率が低く,輪換初年目の小麦は出芽不良となる傾

向がある2)。

表 4に 62年収穫小麦の調蘇 吉果を示した。61年度は暖冬

により電腐病も少なく,小麦連作圃場 (M6)で も比較的

収量は高かった。しかし前年度復元田 (コ ガネヒカリ796

梓 長 穂 数

表3 作物別収量 (県南分場 2号田 )

圃
場
ｍ 奮禅霞で作物

61   62

6 小麦連作 」ヽ麦 434 368 395 377 371 227

1 大豆連作 大豆 283 326 311 297 243

4 
螢豫 李

収 量 (″ /10α )

麦

豆

小

大

麦

豆
稲

小

大

水

穂
数

一
粒

水稲 1年 J｀麦
5  +  大豆

畑作 2年 水稲 644

313 385
334

水稲 1年
7   +

畑作 4年

注 小麦は収穫年度

作 付 体 系
(ω 短 (δ見)野 脱 千粒重

)藤
の (/″

小 麦 連 作 7年 目 868
小麦大豆体系 8年 目 803

1,145   563

1,055   543

(100)
(104)

表 4 昭和62年収穫小麦収量調査結果

同上 十 出追

水稲 1年十畑作 1年 目 807
同上 +出追   800

水稲 1年 十畑作 4年 目 819
815

84)418 244
105)411  241
117)  41 1    32 8

135)  43 1    31 0

96
99
98
98

918   495
1,138   555

1,133   510

1,283   435

注 +出追は出穂期追肥 (N2″ /10α )

作 付 体 系 羅喪訴テ節 数 分枝数 ″奏数 全 重 子実重
(0/1o α) 尼姦亨り雫

1大 豆 連 作 8年 目 N 438 142 243(100)230

等 級

表 5 昭和62年収穫大豆収量調査結果

4 小麦大豆体系 8年 目 W 514 119 260(107)227

561  122
537   12 0

水稲 1年 十畑作 1年目 W
水稲 1年 十畑作 4年目 W

注 品種 ;N=ナ ンプシロメ,W‐ ワセスズナリ

″/10α 平均 )を 上げた後に播種 した小麦 (NQ 5)は特に

生育抑制傾向となり,穂数,全重等が不足し低収となった。

出穂期追肥の効果が他より大きいため,生育後半の地力窒

素供給も低いと考えられた。一方,輪換後 4年 目で畑地化

が進行している圃場 (Nα 7)の小麦は最高収量となり,Nα

5圃場と際だった生育差となった。

表 5に 62年収穫大豆の結果を示した。小麦の生育が不良

であったNo 5圃場は逆に跡地大豆の生育が旺盛で,収量も

最高となった。また百粒重も標播大豆以上で,等級でもは

るかに勝った。輪換後 4年目圃場 (NQ 7)も 同様な傾向で

あり,大豆に対する輪換の効果が認められた。

4 ま  と  め

小麦と大豆に対する水田輪換効果を検討 した結果,小麦

では輪換初年目よりも畑地化が進む 2年 目以降に効果が認

められた。一方 ,大豆は初年目から増収効果が明瞭であっ

た。以上より輪換による増収効果は小麦と大豆では傾向が

異なり,小麦では徐々に大豆では初期から効果が現れるこ

とが分かった。
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